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要  旨 
近年の技術開発，宇宙開発の目覚しい発展により，宇宙機は通信や放送，地球観測，天文観
測，技術試験などの様々なミッションに用いられている.そしてその構造はミッションに必要
な電力を補うための太陽電池パドルやミッション用の衛星間通信用アンテナなどの柔軟構造
物が付加されている.搭載されている太陽電池パドルは太陽方向を指向するため,宇宙機はパ
ドル角度の変化により慣性行列がパラメータ変動する線形パラメータ変動モデルとなる.この
LPVモデルに対しては制御ゲインが固定されている線形時不変制御器では安定性の保証がさ
れていない．これに対し,モデルの変動に合わせて制御器のゲインを変動させるゲインスケジ
ュール制御器により LPV モデルに対して安定性を保証し,制御性能を向上させることができ
ることが知られている.しかしリアプノフ関数を用いたゲインスケジュール制御器の設計法の
多くは制御系設計の際にリアプノフ関数の解を共通解としており,このことから解の範囲を狭
め,保守的な結果となることが知られている. 
そこで本研究ではリアプノフ関数の解を非共通解とし,解の微分項を考慮することにより保守
性の低減されたゲインスケジュール制御器を設計することを研究の目的とする.パラメータ依
存リアプノフ関数を用いたゲインスケジュール制御器設計法として Dilated LMIを用いた制
御器設計法がある.この手法では一般的にリアプノフ関数の解が共通解となる変数変換法によ
り制御器設計を行うが,ラインサーチパラメータを導入し,拡張空間での制御器設計を行うこ
とによりパラメータ依存リアプノフ関数を用いた変数変換法による LMI の求解を行ってい
る.しかしこの手法は状態方程式でのモデル記述のため宇宙機を制御モデルとしたときでは A
行列,B 行列共に慣性行列の逆行列が存在すること,また逆行列では慣性行列の一部のパラメ
ータが変動すると全ての要素が変動することから,制御器設計時にリアプノフ関数の解の範囲
を狭めることになる.そのため本研究ではディスクリプタ方程式でのモデル記述,ディスクリ
プタ型の Dilated LMIの導出を行い,より保守性の低減された LMIを解くことによって制御
性能の向上が期待されるゲインスケジュール制御器を設計する. 
